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ローカル5G（28GHz帯）のエリア設計と
メタマテリアル反射板について
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5Ｇに期待されていること

高速・大容量通信を実現する第5世代移動通信（5G）規格
優れたスループットが必須

日本国内ではSub6帯（4.6～4.9GHz帯）に加えて
広い帯域幅を確保できる28GHz帯（ミリ波帯）が割り当て
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27.0GHz 27.4GHz 27.8GHz 28.2GHz 28.3GHz 29.1GHz 29.5GHz

楽天モバイル
400ＭＨｚ

NTTドコモ
400MHｚ

KDDI
400MHｚ

100
ＭＨｚ

ローカル5G候補周波数
（衛星通信との調整が必要）

ソフトバンク
400MHｚ

【28GHz帯】

ローカル5G2019年 先行利用開始

28GHz帯（ミリ波帯）電波の性質

ミリ波帯は、高速・大容量のデータ通信に利用できます。
ただし、直進性が強いため、エリアカバレッジの拡大には課題があります。

5Ｇ28GHz帯
基地局

ミリ波の短所
- 電波減衰が大きい
- 電波が回り込みにくい
（障害物に弱い）

➢ミリ波では電波の進む
方向のコントロールが必要
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28GHz帯（ミリ波帯）の課題

28GHz帯の電波は
指向性が鋭く直進性が強いため

障害物等の影響で
電波の届かないエリアができやすい

電波を

反射したり、曲げたり
できれば、

電波の届かない場所を
減らすことができる！

木やビル、人などが障害物となることで
木の影やビルの谷間に

電波が届かない可能性がある．

28 GHz

基地局アンテナ

Building

このような基地局の
見通し外となる
不感地では受信電力が
低下し電波障害が起る
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メタマテリアル反射板

そこでＤＫＫは、

「メタマテリアル反射板」の開発に着手しました！
（屋内環境と屋外環境の双方を想定）
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屋内使用と屋外使用のイメージ
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これまでの実証実験のご紹介

DKKは開発中のメタマテリアル反射板の有効性を確認するため、株式
会社NTTドコモ、タイの通信事業者AISとの3社共同実験をタイ国内
において実施しました。（2019年12月）
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DKK鹿沼工場における実証実験のご紹介

栃木県鹿沼市にあるDKK鹿沼工場での実証実験の結果、
メタマテリアル反射板の有効性が確認できました。
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国内実証実験結果のご紹介（四国）

測定点

無線機と実証ルームは
ほぼ０度と思われます
（現地目視確認）

66ｍ

使用反射板
入射角30度、反射角60度設定
※カバーあり

５ｍ

66ｍ

反射板

Ｌ５Ｇ基地局（28ＧＨｚ）
ＮＳＡ
アンカー：地域ＢＷＡ

実証実験全体構成
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国内実証実験結果のご紹介（四国）

測定点②-ＲＵ方向

測定点①

測定点②-Ｈ方向

５ｍ

66ｍ 67ｍ

ホーン
ＡＮＴ

ホーン
ＡＮＴ

測定点②Ｈ方向

測定点②ＲＵ方向

反射板

測定点①

実証実験イベントルーム設置状況
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国内実証実験結果のご紹介（四国）

実験結果（１）測定点①（反射板入射地点）

ＲＳＲＰ-76.02ｄＢｍ
（入射地点）

ＲＴＳＡ（ＲＳＳＩ）
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国内実証実験結果のご紹介（四国）

実験結果（２）測定点②ＲＵ方向（窓を遮蔽シールド、ブラインドで遮蔽）
ＲＴＳＡ（ＲＳＳＩ）

ＲＳＲＰ-105.44ｄＢｍ
（測定点から基地局方向

遮蔽あり）
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国内実証実験結果のご紹介（四国）

実験結果（３）測定点②Ｈ（反射板）方向（反射板経由）
ＲＴＳＡ（ＲＳＳＩ）

ＲＳＲＰ-91.6ｄＢｍ
（反射板経由）
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国内実証実験結果のご紹介（四国）

実験結果（４）測定点②Ｈ方向（反射板を遮蔽時）
ＲＴＳＡ（ＲＳＳＩ）

ＲＳＲＰ-102.94ｄＢｍ
（反射板遮蔽時）
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国内実証実験結果のご紹介（四国）

実験結果（５）反射板によるＲＳＳＩの差（再掲）

ＲＴＳＡ（ＲＳＳＩ）

測定点②Ｈ方向（反射板を使用時） ＲＴＳＡ（ＲＳＳＩ）
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実証実験局向けへのサービス提供について

メタマテリアル反射板の製品単体のみの提供も可能ですが、専門の技術者が検討、設置
することにより、製品の性能を十分に発揮できるため、今年度の実証実験向けにおいて、
弊社は以下のサービスを提供いたします。

DKKが提供する、エリア設計・調整・検証のセットサービス。

＜提供内容＞
①メタマテリアル反射板の貸出
②エリア設計業務
③設置後の検証報告
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①貸出 ②エリア設計 ③検証・報告

入射方向

・利得計算
・ビーム幅検討


